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位置データに基づいた意思決定
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CARTO — Unlock the power of spatial analysis

CARTOとは

 分析  可視化  開発

● お使いのデータウェアハウス上でクラウドネイティブに
位置データの分析‧可視化‧開発を⾏うプラットフォーム

● 必要なのは、ブラウザとネット接続のみ！



CARTO — Unlock the power of spatial analysis

BigQuery とCARTO の親和性
● BigQuery の空間関数を3倍に

拡張し、より⾼度な空間
解析を実現

● データはBigQuery に置い
たまま全ての機能が使える

● マーケットプレース上で
VMインスタンス、SaaS 
として直接実⾏可能



CARTO — Unlock the power of spatial analysis

CARTO に備わる多彩な機能

Maps
インタラクティブな
マップを作成

Workflows
ノーコードで解析
フローを構築＆実⾏

Data Observatory
前処理済みのデータを
サブスクライブ

Data Exploler
アクセス可能な⾃社の
データを捜索

Connections
データウェアハウスと
CARTO の接続を管理

Applications & 
Developer Tools
開発者リソースの管理＆
構築したアプリの登録



CARTO — Unlock the power of spatial analysis

CARTOのアプローチ
位置データのポテンシャルの最大化・民主化

80% 10%
収集データの

が位置情報を
保有している

ビジネスで利⽤
されているのは
たった

GISの専⾨家 エンジニアアナリスト 経営者

既存ユーザー 潜在ユーザー
効率化 汎用性



CARTO — Unlock the power of spatial analysis

効率化：前処理済みのデータセットが豊富

分析
モデル構築

分析に必要な
データを探索

評価‧購⼊
前処理

ETL

● 実際の分析に費やしている

時間はたった20%

● 約12,000 の前処理済みの

データセットをサブスクライブ

＆利用可能

● 自社のデータと組み合わせ

たより高度な分析が可能



CARTO — Unlock the power of spatial analysis

汎⽤性①：ノーコードツール “Workflows”
● UI を使って、簡単に解析

フローを構築できる

● 処理内容の説明を記述でき
共有が容易に

● 実⾏をスケジューリングで
き、繰り返し処理も省⼒化



CARTO — Unlock the power of spatial analysis

汎⽤性②：インタラクティブなマップ
● データの内容を表す”Widgets”

が、マップの表⽰範囲の変化に
連動してインタラクティブに
変化

● 100万⾏を超えるデータでも
ストレスなくサクサク動く



CARTO — Unlock the power of spatial analysis

汎⽤性③：結果の共有
● 作成したMap を公開範囲を

設定して共有

● PDF レポートとして結果
の出⼒が可能

● 意思決定を裏付ける判断
材料として活⽤可能



CARTO — Unlock the power of spatial analysis

業界のリーダーがCARTO を活⽤しています
通信‧放送 ⼩売＆CPG   輸送＆物流   地⽅⾃治体＆政府

  不動産   ⾦融サービス  ヘルスケア＆保険  建設‧公共事業

業界別ユースケースはS10ブースでご紹介しています



CARTOを使った
地理空間データ活用の効率化



Luupとは



電動マイクロモビリティを、スマホひとつで、好きな場所で借りて好きな場所に返せるサービス

電動マイクロモビリティ スマートフォンアプリ ポート（LUUP専用の駐輪場）

サービス紹介

電動キックボード

電動アシスト自転車

※利用には「交通ルールテスト」
全問連続正解が必須



展開エリア

全国ポート数 8,600   箇所以上

展開都市 東京

横浜

神戸

京都

大阪

名古屋

宇都宮

東京

大阪

横浜

京都

名古屋

神戸

宇都宮

※2024年7月時点

広島

広島

仙台

仙台

福岡

福岡



ポートマップ（東京）



LUUPとは

https://luup.sc/ 

Luupのミッション

Mission：
街じゅうを「駅前化」するインフラをつくる

https://luup.sc/


事業の本質

Hardware Software

蓄積された移動データ

街中に点在するポート

行政・自治体・企業
との連携

LUUP公式アプリ

Data Alliance



地理空間データの活用



地理空間データの活用パターン

基本的には、できるだけ BigQuery上で処理をして可視化は専用のツールを使う

分析に用いるデータは基本的には BigQuery上にあるので

そのままBigQuery上で地理関数を用いて可視化用のデータを作成

よくある流れ

地理空間データ可視化の機能を持つツールで可視化  ( Redash / kepler.gl / dekart )



地理空間データの活用パターン

基本的には、できるだけ BigQuery上で処理をして可視化は専用のツールを使う

分析に用いるデータは基本的には BigQuery上にあるので

そのままBigQuery上で地理関数を用いて可視化用のデータを作成
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問題点１ : 複雑な処理はSQLで完結しない



地理空間データの活用パターン

基本的には、できるだけ BigQuery上で処理をして可視化は専用のツールを使う

分析に用いるデータは基本的には BigQuery上にあるので

そのままBigQuery上で地理関数を用いて可視化用のデータを作成

よくある流れ

地理空間データ可視化の機能を持つツールで可視化  ( Redash / kepler.gl / dekart )

問題点１ : 複雑な処理はSQLで完結しない

問題点２ : 権限管理のできないツールだと共有が難しい



地理空間データの活用パターン

基本的には、できるだけ BigQuery上で処理をして可視化は専用のツールを使う

データ処理のロジックが様々なツールに点在してしまう

※ クエリやコード、可視化の中には機微情報が含まれるのでモザイクをかけてあります



CARTOを使ったデータ活用のパターン

Workflowsで一貫したプロセスとして処理を行う

CARTOを使う場合

分析に用いるデータは基本的には BigQuery上にあるので

BigQueryに可視化用のデータを作成するクエリを発行

処理はフロー形式なので手続的な処理が可能

フローの中で外部からデータをフェッチすることなども

ワークフローで作成したテーブルを元に可視化

可視化毎に細かい権限設定やパスワードを設定して共有
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CARTO BuilderCARTO Workflows

CARTOを使ったデータ活用のパターン

Workflowsで一貫したプロセスとして処理を行う

CARTOを使う場合、全てが基本的には CARTO上で完結する

※ 可視化の中には機微情報が含まれるので
モザイクをかけてあります



Summary
CARTOを使うことで必要なツールを一つに統一できたことで様々な嬉しいことがあった

データ処理が点在してしまっていたものが集約された

処理のフローを GUIで組めるのでSQLがかけなくても修正可能

変数を埋め込んで使い回しや横展開しやすい

細かい権限設定やパスワード付き共有で、簡単に共有できた


